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本ドキュメントでは弊社i-PRO製カメラおよびレコーダーの外部I/O端子と、外部機器の端子の接続のしかたを示します。 
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1.1 外部機器との接続について 直結できる例
・カメラ/レコーダと外部機器を接続する場合には、外部機器の接点負荷の定格によって
直結できる場合と直結できない場合があります。
直結できない場合には、リレー等の回路装置を間に挟んで接続します。

■直結できる例
WV-S2136シリーズとLFVシリーズ（竹中エンジニアリング製）は定格を比較し、直結できることがわかります。

WV-S2136シリーズ 外部出力端子 仕様  LFVシリーズ 外部入力端子 仕様  

【LFVシリーズの仕様書より読み取れること】
入力端子は DC12V がかかっており、
外部接点は 20mA 以上の電流ドライブ（駆動）能力が
必要です

（取扱説明書 より）

【WV-S2136シリーズの仕様書より読み取れること】
出力端子は
外部から最大 DC20V を印加することが可能で
最大 50mA の電流ドライブ（駆動）能力があります

WV-S2136シリーズの出力端子の定格と、LFVシリーズの入力端子の定格を比較して
出力端子の定格 ＞ 入力端子の定格 ですから、直結してドライブ（駆動）できることがわかります
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1.2 外部機器との接続について 直結できない例
■直結できない例
WV-S2136シリーズとLRVシリーズ（竹中エンジニアリング製）は定格を比較し、直結できないことがわかります。
直結できない場合には、リレー等の回路装置を間に挟んで接続します。

WV-S2136シリーズ 外部出力端子 仕様  LRVシリーズ 外部入力端子 仕様  
（取扱説明書 より）

WV-S2136シリーズの出力端子の定格と、LRVシリーズの入力端子の定格を比較して
LRVシリーズの接点には30Vの電圧がかかっていますが、WV-S2136シリーズの最大印加電圧はDC20Vで
（出力端子の定格 ＜ 入力端子の定格）となり、
直結ができないことがわかります

【LRVシリーズの仕様書より読み取れること】
入力端子は DC30V がかかっており、外部接点は
40mA 以上の電流ドライブ（駆動）能力が必要です

【WV-S2136シリーズの仕様書より読み取れること】
出力端子は
外部から最大 DC20V を印加することが可能で
最大 50mA の電流ドライブ（駆動）能力があります
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2.1 直結できない外部機器との接続について
弊社カメラ/レコーダーと外部機器が直結できない場合には、リレー、SSR（Solid State Relay）等の回路を間に挟んで接続します

GND端子
アラーム出力等の端子

DC5V5V電源
ACアダプター等

リレーの入力側には駆動電源が必要です。
この例ではリレー入力側が5V仕様のリレーを使用しています
DC5VのACアダプターの＋端子をリレーの入力側に、
ACアダプターの－端子はカメラの「GND」端子に接続します

※カメラの内部回路を
模式的に示したものです。
実際の回路とは異なります。

アラーム出力等の端子
※レコーダーの内部回路を
模式的に示したものです。
実際の回路とは異なります。

+5V

+5V出力
端子

■カメラと外部機器をリレー経由で接続するときの模式図

■レコーダーと外部機器をリレー経由で接続するときの模式図

レコーダーには「+5V出力」がありますので
リレーの駆動電源としてこれを使用します

リレー、SSR 等
入力側 出力側

【ご注意】 リレーの選定・ご利用にあたってはリレーメーカーの仕様書や技術資料を参照し
詳細を理解のうえ選定・ご利用ください

【ご注意】 カメラ/レコーダーの外部出力端子の定格・仕様については、
取扱説明書（基本編・設置編）をご参照ください

+

-
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2.2 外部機器を駆動するリレー等の選定について（リレーの入力側）
直結できない場合のリレーの選定について
外部機器をカメラ（レコーダー）の端子で直接駆動できない場合、リレー等を間に挟んで駆動する必要があります
ここではリレーの入力側の定格とカメラ（レコーダー）の定格を比較し、リレーの選定のしかたを説明します

■WV-S2136シリーズ 外部出力端子 仕様  

リレーまたはSSRの入力側には
駆動のための電源が必要です
この例では、DC5Vの電源を使用します

■選定するリレー（SSR）の例（入力側＝カメラ/レコーダに接続される側 の確認） 

【ご注意】 リレーの選定・ご利用にあたってはリレーメーカーの仕様書や技術資料を参照し
詳細を理解のうえ選定・ご利用ください

■WV-NUシリーズ 外部出力端子 仕様  （取扱説明書 より）
接点出力端子

+5V 出力端子

WV-S2136 外部出力端子
最大 50mA の駆動が可能

WJ-NUシリーズ 外部出力端子
最大 200mA の駆動が可能

ですから、このリレーの入力側の定格以上を満たします
【ご注意】 カメラ/レコーダーの外部出力端子の定格・仕様については、

取扱説明書（基本編・設置編）をご参照ください

【SSRの仕様書より読み取れること】
入力側にDC5Vを供給して使用します。
入力側のインピーダンスは最小で 200Ω （250-20%より）となり、
リレー駆動には 25mA 以上の駆動能力が必要です

（取扱説明書 より）
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2.3 外部機器を駆動するリレー等の選定について（リレーの出力側）
直結できない場合のリレーの選定について
リレーの出力側の定格と外部機器を比較し、リレーの選定のしかたを説明します

■LRVシリーズ 接点入力端子 仕様  ■選定するリレー（SSR）の例（出力側＝外部機器に接続される側 の確認） 

【ご注意】 リレーの選定・ご利用にあたってはリレーメーカーの仕様書や技術資料を参照し
詳細を理解のうえ選定・ご利用ください

■NHVシリーズ 接点入力端子 仕様  
（取扱説明書 より）

（取扱説明書 より）

■LA6シリーズ 接点入力端子 仕様  
（PoE駆動の場合、 取扱説明書 より）

【SSRの仕様書より読み取れること】
リレー出力の定格負荷電圧は DCの場合 24～110 Vが使用可能
負荷電流（駆動可能電流）は 1～500mA
※SSRの出力側の負荷電流には、一般に
「最小電流」が規定されていることが多く注意が必要です

LRVシリーズ DC30V、40mAの駆動能力が必要
NHVシリーズ DC24V、6mAの駆動能力が必要
LA6シリーズ DC35V、100mAの駆動能力が必要
であることから、SSRはこれらの接点入力を駆動することが
できます
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2.4 リレー等用のACアダプター選定について
リレー（SSR）には、入力側を駆動するために外部電源が必要です。
ここでは、5V電源を供給するためのACアダプターを選定します。
■選定するACアダプタの例

【ご注意】 リレーの選定・ご利用にあたってはリレーメーカーの仕様書や技術資料を参照し
詳細を理解のうえ選定・ご利用ください

【ACアダプターの仕様の例】
出力 DC 5V 1.5A

ACアダプターは 1.5A（1500mA）の電流供給能力があり、
このSSRの入力側端子を駆動することができます

【重要】
ACアダプターは、PSEマークを取得しているもの
（「電気用品安全法」に適合しているもの）
を使用してください
PSEマークの詳細については、下記をご参照ください
電気用品安全法（METI/経済産業省）

リレー（SSR）の入力側定格 +5Vに適合するアダプターを選定します。
また、配線を考えてバラ線での配線ができるアダプターを選定します。 Amazon | Kaito Denshi(海渡電子) ACアダプ

ター【PSE適合品】5V 1.5A 7.5W センタープラス 
スイッチング L字プラグ DCプラグ わに口 クリップ
セット コネクタセット RoHS | Kaito Denshi(海渡
電子) | ACアダプタ

Amazon | 汎用5V ACアダプター パワーサプライ
DC5V 2A 1A電源アダプター AC100V→DC5V 
2A 1.5A 1000mA 800mA 600mA 500mA 
200mA 100mA 安定化電源 充電器dcコンバー
ター インバーター 変換アダプター(DC5V~2A) | 
GuanTing | ACアダプタ

ACアダプタの例

【SSRの仕様書より】
入力側のインピーダンスは最小で 200Ω （250-20%より）となり、
リレー駆動には 25mA 以上の駆動能力が必要です

【ご注意】 ACアダプターの選定・ご利用にあたってはACアダプターメーカーの仕様書や技術資料を
参照し詳細を理解のうえ選定・ご利用ください

SSR仕様書の例

https://www.meti.go.jp/policy/consumer/seian/denan/
https://www.amazon.co.jp/dp/B0CS5Y89XN?psc=1&smid=A3QDQSV10IE1O2&ref_=chk_typ_imgToDp
https://www.amazon.co.jp/dp/B0CS5Y89XN?psc=1&smid=A3QDQSV10IE1O2&ref_=chk_typ_imgToDp
https://www.amazon.co.jp/dp/B0CS5Y89XN?psc=1&smid=A3QDQSV10IE1O2&ref_=chk_typ_imgToDp
https://www.amazon.co.jp/dp/B0CS5Y89XN?psc=1&smid=A3QDQSV10IE1O2&ref_=chk_typ_imgToDp
https://www.amazon.co.jp/dp/B0CS5Y89XN?psc=1&smid=A3QDQSV10IE1O2&ref_=chk_typ_imgToDp
https://www.amazon.co.jp/dp/B0BWT4DVQ2?smid=AXSZI5TJZ8IL9&ref_=chk_typ_imgToDp&th=1
https://www.amazon.co.jp/dp/B0BWT4DVQ2?smid=AXSZI5TJZ8IL9&ref_=chk_typ_imgToDp&th=1
https://www.amazon.co.jp/dp/B0BWT4DVQ2?smid=AXSZI5TJZ8IL9&ref_=chk_typ_imgToDp&th=1
https://www.amazon.co.jp/dp/B0BWT4DVQ2?smid=AXSZI5TJZ8IL9&ref_=chk_typ_imgToDp&th=1
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2.5 リレー等の接続の注意事項

ここでは、オムロン製リレー G3RZ-201SLN DC5
ネジ式ソケット P2RFZ-05 を組み合わせた例で
説明します。G3RZ-201SLN DC5 は
出力負荷電圧 DC 5～ 100 V

AC 5 ～ 240 V
出力負荷電流 100μA～ 1 A で、

パトライト社製 LA6（入力端子定格 DC 35V）
竹中エンジニアリング製 LRV（入力端子定格 DC 30V）

LFV（入力端子定格 DC 12V）
いずれにも使用可能です

出力される端子の極性
（0V、+5V）を必ず
テスター等で確認してください

ネジ端子への接続は丸形端子
やY型端子を使用した接続を
お勧めいたします

線と線を接続する場合は
端子台等を使用した接続を
お勧めいたします

外部機器接続端子カメラ接続端子 リレー周辺の接続

リレー駆動用の端子には
極性があります。
逆に接続した場合には回路が
破壊する可能性がありますので
必ず極性を確認の上接続して
ください

DC5V+

-
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3. カメラ/レコーダーへ接続する際の配線加工
■カメラ端子との接続

WV-S2136シリーズ の例
外部 I/O端子に配線します。
接続時は、外皮を 7mm～8mm 切断し、ショートなどがないように、芯線をよく
よじってから接続してください。

線材仕様：20AWG～28AWG 単線・より線

※外皮を切断した芯線が外部I/O端子から露出せず、
確実に接続されていることを確認してください。

7mm～8mm

■レコーダー端子との接続
WJ-NUシリーズ の例
（WJ-NU301 取扱説明書 設置編より）

9mm

【ご注意】 カメラ/レコーダーの外部出力端子の定格・仕様については、
取扱説明書（基本編・設置編）をご参照ください
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改訂履歴
版 日付 変更内容

1.0版 2024.12 ・初版 発行
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